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 本報告は現代日本における消費・娯楽の空間と社会階層に関する研究である。消費・娯

楽の空間はいまになって、誰でも消費できるように仕向け、社会階層との関連性が低くな

っていると見せられているものの、正規雇用制度の崩壊や高度情報サービス産業の形成と

共に、職業指標による社会階層の格差が拡大している。そのような状況のなかで、消費・

娯楽空間は本当に社会階層との関連性が希薄化になっているのか、もしそうなっていない

とすれば、どのような関連性が現われているのかを明らかにする。 

 本研究では消費・娯楽の空間は商店街・大型ショッピングセンター・アウトレットモー

ル・テーマパック・複合消費施設に分類される。各消費・娯楽の空間と社会階層の関係は

以下のように想定する。すなわち、サービス正規雇用者であるほど複合商業施設を利用し、

サービス非正規雇用者・非サービス正規雇用者・自営業者は比較的に大型ショッピングセ

ンター・アウトレットモール・テーマパークを利用し、非サービス非正規雇用者は比較的

に商店街を利用する傾向がある。また、社会階層が低いほど、消費・娯楽の空間を利用す

る範囲が狭くなると考えられる。 

 本報告は 2010 年東京首都圏で実施された「多様化する消費生活に関する調査」のデータ

の分析を通して検証していく。その際、まず、第 1 節において消費・娯楽の空間と社会階

層を整理、考察する。第 2 節では、社会調査のデータと変数を紹介する。第 3 節では、社

会調査データを通して、職業指標による社会階層の格差を明らかにする。その際、職業の

指標で作られた七つの社会階層(サービス正規雇用・サービス非正規雇用・非サービス正規

雇用・自営業・非サービス非雇用・無職・農業)と年齢(年代)・学歴(大学・大学院、高校・

専門学校、中学以下)・年収(200 万未満、200 万－400 万未満、400 万－800 万未満、800

万以上)をクロスして、無職と農業を除く五つの社会階層を分析する。第 4 節では、社会調

査データを通して、消費・娯楽空間の重回帰分析を行う。重回帰分析を行う際に、年齢・

性別・子供の有無・配偶者の有無・郊外在住といった基本属性をコントロールしながら行

う。その次に、教育年数(年)、個人年収、社会階層の変数を順次投入する。本稿は社会階層

の効果の分析を焦点とするが、そのほかに、教育年数の文化資本による消費・娯楽空間の

効果、個人年収の収入による消費・娯楽空間の効果をも分析する。 

 結果からいうと、社会階層の格差による消費・娯楽空間の利用する傾向とその範囲は異

なることを検証することができた。また、教育年数と個人年収の格差も、消費・娯楽空間

を利用する際に影響を与えることが確認された。 
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